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【会長就任のご挨拶】 
 
日本電気泳動学会会員の皆様 
 
心地よい春の風がそよぐ頃となり、清々しい気分で新年度を迎えられたことと存じます。 
私はこのたび 4 月 1 日より日本電気泳動学会会長に就任いたしました国立研究開発法人

産業技術総合研究所の亀山昭彦でございます。本会に励まされ育てられてきた私にとって、
このような役割は恩返しとしてまたとない機会であり、皆様とともに本会の発展に全力を
尽くして参る所存です。どうかよろしくお願いいたします。 

2020年から 2 期 4年間にわたって本会編集委員長を担当させていただきましたが、編集
活動を通じて痛感していることは、本会の活動会員の少なさです。一般投稿が少ないこと、
査読者の選定に難渋することの根本原因はここにあると考えています。また学術大会や学
会シンポジウムでは大会長、世話人、オーガナイザーのご尽力により大変に興味深い発表を
数多く拝聴することができます。残念なことはその Audienceが少ないことです。そしてこ
の活動会員の少なさは学会運営全体にも重い影を落としています。 
一方で本会の会員数は 500 名を超えています。その 65％はメール会員です。歴代会長そ

して会員の皆様のご尽力によりこの数字が達成維持されています。今後も会員数増加は継
続課題ですが、私は活動会員の増加に特に力を入れていきます。具体的な取り組みとして、
ホームページコンテンツや学会メール通信など広報活動の充実を通じた学術大会等参加者
の増加、また学術大会やシンポジウムなどでは若手研究者に活躍の場を広げていきます。 
かつて本会には多数の臨床検査分野の会員がご活躍されていました。近年では急速にそ

の数が減少しておりますが、いまなお臨床検査の現場で電気泳動が活用され重要な診断に
つながる例があることから、この分野での電気泳動技術の更なる発展と普及を目的として、
臨床検査関連委員会が近藤前会長のもと先月に発足しまた。この他、学会メール通信の委員
会、会則および諸規定を現状に即したものに改訂する委員会など実務的な委員会を設けて
学会活動を活発化いたします。 

2024年は、夏に九州大学の川井隆之先生を世話人として電気泳動学会シンポジウムがオ
ンラインで、また 12月 6－7日には北里大学 長塩亮先生を大会長として北里大学相模原キ
ャンパスにおいて電気泳動学会学術大会が開催されます。この大会は久しぶりの首都圏で
の現地開催になりますので是非多くの方々にご参加いただければと存じます。これからの 
2 年間は藏滿保宏副会長、木下英司副会長をはじめ、理事・評議員の皆様と共に本会の益々



の発展のために微力ですが精一杯努力して参る所存です。会員の皆様の一層のご支援なら
びにご協力を賜りますよう、どうか宜しくお願い申し上げます。 
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